
西
光
寺

西
光
寺

西
光
寺

西
光
寺
だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
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９
月
の
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
今
年
は
お
盆
に
大
型
台
風
が
中
国
地
方
を
縦
断
し
ま

し
た
。
そ
の
強
風
に
昨
年
９
月
の
台
風
２
１
号
の
記
憶
が
鮮
烈
に
よ
み
が
え
る
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
台
風
２
１
号
は
近
畿
地
方
を
縦
断
し
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
猛

烈
な
風
が
吹
き
荒
れ
ま
し
た
。
京
都
西
本
願
寺
も
被
害
に
遭
い
、
各
地
で
屋
根
瓦
が
ず
れ

た
り
な
ど
の
被
害
が
出
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

 

近
年
は
、
地
球
環
境
の
変
化
か
ら
か
、
異
常
な
天
候
が
続
き
ま
し
た
。
今
年
も
梅
雨
入

り
が
遅
く
７
月
は
冷
夏
と
も
い
え
る
低
温
が
続
き
ま
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
８
月
に

入
る
と
急
激
に
酷
暑
と
な
り
、
猛
暑
日
が
続
き
ま
し
た
。 

 

日
々
の
変
化
に
、
例
年
の
よ
う
に
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
一
日
一
日
を
特
別
な
こ

と
と
受
け
止
め
な
が
ら
、
自
然
と
向
き
合
っ
て
い
く
。 

 

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
も
気
候
変
動
の
日
々
が
続
く
と
思
い
ま
す
が
、
皆
様
お
身
体
に
気

を
つ
け
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
自
分
の
出
来
る
こ
と
を
精
一
杯
、
歩
み
た
い
と
思
う
こ
と

で
あ
り
ま
す
。 
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◆◆◆◆
先
月
先
月
先
月
先
月
のののの
報報報報
告告告告
◆◆◆◆ 

 

８
月
１
５
日
（
木
）
、
西
光
寺
本
堂
に
て
盂
蘭
盆
会
法
要
を
厳
修
致
し
ま
し
た
。
台
風

の
影
響
で
大
変
な
雨
・
風
の
中
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
で
仏
説
阿
弥
陀
経
の
お
勤

め
、
お
焼
香
を
致
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
こ
の
日
は
７
４
年
を
迎
え
た
終
戦
の
日
で
も
あ
り
ま
し
た
。
今
の
こ
の
日
、
こ

の
時
代
、
そ
し
て
こ
の
い
の
ち
が
あ
る
の
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
々
の
い
の
ち
と
時
代
の
上

に
あ
る
か
ら
こ
そ
で
あ
る
と
い
う
思
い
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
先
祖
様
へ
の
思
い
を
合
わ
せ

な
が
ら
の
ひ
と
と
き
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
今
年
の
盂
蘭
盆
会
法
要
は
雨
で
あ
り
ま
し
た
。
ふ
と
思
い
出
す
こ
と
、
そ
れ
は

盂
蘭
盆
会
の
由
来
と
な
っ
た
時
期
は
こ
ん
な
雨
の
多
い
時
期
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
。 

盂
蘭
盆
会
は
、
も
と
は
お
釈
迦
様
の
弟
子
の
母
が
餓
鬼
の
世
界
に
堕
ち
苦
し
ん
で
い
る

様
子
を
神
通
力
で
見
て
、
お
釈
迦
さ
ま
に
救
い
を
求
め
、
無
事
に
救
わ
れ
て
ゆ
く
と
い
う

故
事
が
由
来
で
あ
り
ま
す
。 

そ
し
て
、
８
月
１
５
日
。
旧
暦
の
７
月
１
５
日
、
元
来
イ
ン
ド
で
は
、
４
月
１
５
日
～

７
月
１
５
日
ま
で
の
９
０
日
間
は
雨
の
時
期
で
、
日
本
の
梅
雨
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
期
間
は
、
河
川
氾
濫
し
草
木
繁
茂
し
、
諸
種
の
虫
類
這
い
出
す
時
で
あ
り
、

誤
っ
て
こ
れ
を
踏
み
殺
し
て
は
い
け
な
い
と
、
僧
侶
方
は
こ
の
期
間
中
一
切
旅
行
を
禁
じ

ら
れ
、
一
定
の
場
所
に
と
ど
ま
っ
て
仏
の
法
を
聞
き
、
ま
た
、
研
究
や
修
行
に
没
頭
し
た

の
で
あ
り
ま
す
。 

そ
の
最
終
日
す
な
わ
ち
７
月
１
５
日
に
、
お
釈
迦
様
が
「
汝
一
人
の
力
で
は
母
を
救
う

こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
７
月
１
５
日
に
は
多
く
の
僧
侶
方
が
研
鑽
さ
れ
る
最
終
日
を

迎
え
る
。
そ
の
時
に
、
盆
器
に
百
味
の
飲
食
な
ど
の
供
物
を
入
れ
て
、
僧
侶
方
を
供
養
し

な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
そ
の
功
徳
に
よ
っ
て
、
苦
し
み
か
ら
解
放
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
」

と
示
さ
れ
、
亡
母
が
救
わ
れ
た
の
が
ま
さ
し
く
広
く
世
に
行
わ
れ
る
盂
蘭
盆
会
の
仏
教
行

事
で
あ
り
ま
す
。 

そ
し
て
、
こ
の
日
は
雨
。
そ
の
昔
、
イ
ン
ド
で
の
思
い
を
よ
せ
な
が
ら
、
皆
さ
ん
で
、

同
じ
場
所
で
、
同
じ
お
勤
め
、
同
じ
姿
勢
で
、
同
じ
方
向
に
感
謝
の
合
掌
礼
拝
。
盂
蘭
盆

会
の
由
来
の
中
に
あ
る
風
景
を
感
じ
な
が
ら
の
時
間
で
あ
り
ま
し
た
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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派
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派

浄
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山

白
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山

白
毫
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寺
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◆◆◆◆
《《《《
浄
土
真
宗
三
択

浄
土
真
宗
三
択

浄
土
真
宗
三
択

浄
土
真
宗
三
択
ク
イ
ズ

ク
イ
ズ

ク
イ
ズ

ク
イ
ズ
・・・・
４４４４
》》》》    

    

Ｑ
１
，
盂
蘭
盆
会
の
由
来
と
な
っ
た
故
事
は
？ 

 
ｄ
，
仏
弟
子
の
亡
母
を
救
っ
た
話 

 

ｅ
，
賽
の
河
原
で
子
供
を
救
っ
た
お
地
蔵
さ
ん
の
話 

 

 
 

 
 

ｆ
，
石
川
五
右
衛
門
が
地
獄
の
釜
の
蓋
を
開
け
た
話 

 

Ｑ
２
，
盂
蘭
盆
会
の
盂
蘭
盆
の
意
味
は
？ 

 

ｄ
，
逆
さ
吊
り
の
苦 

 

ｅ
，
食
べ
た
い
も
の
が
食
べ
れ
な
い
苦 

 

ｆ
，
身
体
が
燃
え
る
苦 

 

Ｑ
３
，
盂
蘭
盆
会
の
由
来
と
な
る
神
通
第
一
の
称
の
十
大
弟
子
は
？ 

 

ｄ
，
目
連
尊
者 

 
 

 

ｅ
，
舎
利
弗 

 
 

 

ｆ
，
阿
難 

 

Ｑ
４
，
浄
土
真
宗
で
は
、
盂
蘭
盆
会
を
別
名
な
ん
と
い
う
で
し
ょ
う
か
？ 

 

ｄ
，
歓
喜
会 

 

ｅ
，
修
正
会 

 

ｆ
，
念
仏
会 

 

  

◆◆◆◆
九九九九
・・・・
十十十十
月月月月
のののの
行
事
行
事
行
事
行
事
◆◆◆◆    

・・・・
九九九九    

月月月月
～～～～    

在
家
報
恩
講

在
家
報
恩
講

在
家
報
恩
講

在
家
報
恩
講    

        

・・・・
九九九九    

月月月月    

十
八
十
八
十
八
十
八    

日日日日
（（（（
水水水水
））））    

大
谷
本
廟
墓
参

大
谷
本
廟
墓
参

大
谷
本
廟
墓
参

大
谷
本
廟
墓
参
（（（（
み
の
り

み
の
り

み
の
り

み
の
り
講講講講
・・・・
穂
積
講

穂
積
講

穂
積
講

穂
積
講
のののの
方方方方
））））    

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

午
後
二
時 

 
 

 
 
 

 

大
谷
本
廟
お
茶
所 

※
な
お
、
墓
参
の
際
、
念
珠
念
珠
念
珠
念
珠
・・・・
経
本
経
本
経
本
経
本
・・・・
千
円
千
円
千
円
千
円
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

行
か
れ
な
い
方
は
千
円
を
西
光
寺
、
又
は
出
席
さ
れ
る
方
に
お
こ
と
づ
け 

頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

年
に
一
度
の
皆
さ
ま
で
の
大
谷
本
廟
墓
参
、
お
参
り
致
し
ま
し
ょ
う
。 

  

・・・・
九九九九    

月月月月    

二
十
五

二
十
五

二
十
五

二
十
五
日日日日
（（（（
水水水水
））））    

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

仏
教
婦
人
会
報
恩
講

仏
教
婦
人
会
報
恩
講

仏
教
婦
人
会
報
恩
講

仏
教
婦
人
会
報
恩
講    

午
後
一
時 

 
 
 
 

 
 

 
 

西
光
寺
本
堂 

  

・・・・
九九九九    

月月月月    

二
十
八
日

二
十
八
日

二
十
八
日

二
十
八
日
（（（（
土土土土
））））    

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

秋
季
永
代
経
法
要

秋
季
永
代
経
法
要

秋
季
永
代
経
法
要

秋
季
永
代
経
法
要    

 
 

 
 

 
 

 
 

 

午
後
二
時
・
七
時 

 
 

 
 

 

西
光
寺
本
堂 

 

◎
御
法
話 

 
本
願
寺
派
布
教
使 

 

髙
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